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交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
被
害
状
況

工
藤
　
文
昭

森
　
秀
毅

①
－
は
じ
め
に

　
阪
神
大
震
災
に
よ
り
、
神
戸
を
は
じ
め
と
し
て
多

く
の
都
市
が
大
被
害
を
受
け
、
そ
の
都
心
機
能
は
完

全
に
麻
痺
し
た
。
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
神
戸
市

は
、
六
甲
山
系
の
南
斜
面
に
展
開
す
る
既
成
市
街
地

（
市
域
面
積
の
約
三
〇
％
、
東
西
約
三
十
キ
ロ
、
南

北
一
丁
四
キ
ロ
の
細
長
い
帯
状
）
に
、
市
の
総
人
口

約
百
五
十
万
人
の
う
ち
ほ
ぼ
四
分
の
三
が
生
活
し
て

い
る
。
大
阪
湾
に
面
し
た
臨
海
部
は
港
湾
・
工
業
地

帯
、
帯
状
の
中
央
部
は
住
・
商
・
工
の
複
合
地
帯
、

山
麓
部
は
住
宅
地
帯
か
ら
成
る
三
層
の
都
市
構
造
を

も
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
山
麓
部
で
は
比
較
的
地

震
の
被
害
が
少
な
か
っ
た
が
、
三
宮
、
六
甲
道
、
長

田
な
ど
都
心
・
副
都
心
や
道
路
鉄
道
等
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
集
中
し
て
い
る
臨
海
部
、
中
央
部
は
被
害

が
極
め
て
大
き
い
。
本
稿
で
は
、
現
地
視
察
結
果
を

中
心
に
交
通
施
設
の
影
響
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
見

て
行
く
こ
と
に
す
る
。
（
図
－
１
）

②
－
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
崩
壊

ア
都
市
鉄
道
の
被
害

　
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
、
阪
急
神
戸
線
、
阪
神
本
線
の

三
線
の
神
戸
と
西
宮
間
の
鉄
道
利
用
者
は
、
一
日
当

た
り
六
十
～
七
十
万
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
三

線
が
地
震
に
よ
り
全
て
停
止
し
た
た
め
、
都
市
機
能

は
麻
痺
状
態
と
な
っ
た
。
特
に
神
戸
三
宮
と
住
吉
の

間
は
か
な
り
の
箇
所
で
高
架
鉄
道
の
構
造
物
が
崩
壊

し
た
り
、
橋
が
落
ち
た
り
し
て
い
る
上
に
、
駅
舎
、

車
両
基
地
の
被
害
も
極
め
て
大
き
い
。

　
神
戸
高
速
鉄
道
は
、
地
下
の
大
開
駅
付
近
で
約
百

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
天
井
が
崩
れ
、
地
上
の
道
路

が
陥
没
し
た
。
こ
の
鉄
道
は
、
隣
の
高
速
長
田
駅
に

か
け
て
の
Ｉ
キ
ロ
の
区
間
で
被
害
が
大
き
く
、
他
の

区
間
は
比
較
的
少
な
い
。
市
営
地
下
鉄
で
も
板
宿
と

新
神
戸
間
（
八
・
八
キ
ロ
）
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
約

百
七
十
本
に
亀
裂
が
入
っ
た
の
で
通
行
止
め
と
な
っ

た
。

　
ま
た
広
域
的
に
見
る
と
、
山
陽
新
幹
線
の
橋
桁
が

八
ヵ
所
で
落
下
し
、
橋
脚
七
百
本
程
度
が
損
壊
し
た

た
め
、
新
大
阪
と
姫
路
間
か
不
通
に
な
り
日
本
の
東

西
が
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
当
然
の
結
果
と
し
て

代
替
施
設
で
あ
る
飛
行
機
の
役
割
が
非
常
に
重
要
と

な
っ
た
。

イ
幹
線
道
路
の
被
害

　
大
阪
と
神
戸
の
間
は
、
国
道
２
号
、
国
道
4
3
号
、

阪
神
高
速
神
戸
線
、
阪
神
高
速
湾
岸
線
の
四
幹
線
で

一
日
当
た
り
約
二
十
万
台
の
車
両
を
捌
い
て
い
る
が
、

震
災
後
は
か
ろ
う
じ
て
残
っ
た
国
道
２
号
に
車
が
集

中
し
た
た
め
、
大
渋
滞
を
起
こ
し
た
。
地
震
直
後
か

ら
ほ
ぼ
二
日
間
は
情
報
も
混
乱
し
て
い
た
た
め
、
交

通
規
制
が
的
確
に
機
能
せ
ず
、
通
常
な
ら
一
時
間
の

大
阪
と
神
戸
間
が
緊
急
車
両
で
さ
え
八
時
間
程
も
か

か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
国
道
２
号
の
一
車
線
が
緊

急
ル
ー
ト
と
し
て
「
緊
急
車
両
専
用
」
に
確
保
さ
れ

た
後
で
は
、
一
～
二
時
間
で
目
的
地
に
着
く
程
ま
で

改
善
さ
れ
た
。

　
高
速
道
路
の
中
で
最
も
被
害
の
大
き
か
っ
た
阪
神

高
速
神
戸
線
で
は
、
桁
が
北
側
へ
約
六
百
メ
ー
ト
ル

の
区
間
で
転
倒
倒
壊
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
桁
が

数
箇
所
落
ち
、
四
十
キ
ロ
の
区
間
に
橋
脚
の
お
お
よ

そ
半
数
の
六
百
本
程
度
が
損
傷
し
て
お
り
、
応
急
処

置
が
施
さ
れ
て
い
る
。
高
速
道
路
の
高
架
構
造
物
の

被
害
の
大
き
さ
に
比
べ
、
地
表
部
の
幹
線
道
路
は
被

害
が
少
な
か
っ
た
が
、
高
架
構
造
物
の
倒
壊
が
そ
の

後
の
復
旧
工
事
も
含
め
、
平
面
道
路
の
活
用
を
著
し

く
妨
げ
て
い
る
。
土
木
学
会
の
調
査
で
は
、
半
月
後

の
二
月
一
日
時
点
で
、
四
本
の
東
西
幹
線
道
路
の
交

通
量
は
一
日
当
た
り
四
万
台
強
で
、
地
震
前
の
交
通

量
の
二
〇
％
し
か
捌
け
な
い
状
況
で
あ
る
。

ウ
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
被
害

　
人
工
島
へ
の
中
心
的
な
ア
ク
セ
ス
手
段
で
あ
る
新

交
通
シ
ス
テ
ム
の
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
、
六
甲
ラ
イ
ナ
ー

は
、
そ
の
桁
、
及
び
橋
脚
の
破
壊
の
た
め
そ
の
機
能

を
停
止
し
て
い
る
。
一
九
六
六
年
か
ら
八
一
年
に
か

け
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
（
面
積

四
百
三
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
は
、
二
万
人
弱
が
住

む
と
共
に
五
千
人
が
働
い
て
お
り
、
一
日
当
た
り
五

万
五
千
人
程
度
の
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー
の
利
用
者
が
あ
っ

た
が
、
震
災
後
は
代
替
バ
ス
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
る
。
ま
た
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
（
面
積
五
百

八
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
は
、
一
九
七
二
年
か
ら
九
二
年

に
か
け
造
成
さ
れ
、
震
災
前
は
六
甲
ラ
イ
ナ
ー
の
利

用
者
が
一
日
当
た
り
二
万
三
千
人
程
度
あ
っ
た
。

　
両
人
工
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
こ
の
新
交
通
シ
ス
テ

ム
及
び
船
舶
と
一
本
の
道
路
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、

こ
の
被
害
で
非
常
に
不
便
と
な
っ
た
が
、
既
存
市
街

地
に
比
べ
人
口
密
度
も
低
い
せ
い
か
液
状
化
の
被
害

は
大
き
か
っ
た
も
の
の
、
交
通
混
乱
は
少
な
か
っ
た
。

な
お
、
ポ
ー
・
ト
ラ
イ
ナ
ー
、
六
甲
ラ
イ
ナ
ー
と
も
に

八
月
下
旬
の
再
開
を
目
標
と
し
て
い
る
。

①
海
上
交
通
の
被
害

　
陸
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
混
迷
し
て
い
る
中
、
百
七

十
も
の
岸
壁
の
う
ち
使
え
る
も
の
は
数
力
所
し
か
な

い
が
、
貨
物
船
、
フ
ェ
リ
ー
、
漁
船
等
の
海
上
ル
ー

ト
が
活
用
さ
れ
、
代
替
機
能
と
し
て
重
要
な
役
割
を
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果
た
し
て
い
る
。
港
湾
都
市
な
ら
で
は
の
利
点
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
神
戸
の
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
、
メ

リ
ケ
ン
パ
ー
ク
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
か
ら
天
保
山

や
関
西
空
港
へ
行
く
ル
ー
ト
等
が
あ
る
が
、
夕
方
の

六
時
頃
ま
で
と
い
う
運
航
時
間
帯
の
制
約
や
、
船
の

輸
送
力
に
比
べ
利
用
者
が
圧
倒
的
に
多
い
た
め
待
ち

時
間
が
極
め
て
長
い
な
ど
、
課
題
も
多
い
。

③
－
復
旧
状
況

　
孤
立
し
た
神
戸
の
都
心
三
宮
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法

と
し
て
は
、
代
替
バ
ス
を
専
用
レ
ー
ン
で
走
ら
せ
て

お
り
、
乗
場
や
乗
換
え
の
案
内
誘
導
等
ソ
フ
ト
対
応

が
充
実
し
て
い
る
の
で
、
利
用
者
は
混
乱
せ
ず
整
然

と
し
て
い
る
も
の
の
、
輸
送
力
三
万
五
千
人
／
日
で

は
鉄
道
輸
送
力
に
比
べ
あ
ま
り
に
も
弱
い
。
し
か
し
、

待
ち
時
間
が
二
～
三
時
間
で
あ
っ
た
ピ
ー
ク
に
比
べ

災
害
後
三
週
間
程
経
つ
と
三
十
分
～
一
時
間
程
で
乗

車
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
復
旧
の
最
重
要
施
設
と
し
て
は
や
は
り
鉄
道
施
設

で
あ
り
、
交
通
規
制
を
伴
い
な
が
ら
最
優
先
し
て
復

旧
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
参
考
と
し
て
、
一
日
三

十
万
人
が
利
用
し
て
い
た
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
（
須
磨

と
甲
子
園
口
間
）
の
運
行
復
旧
状
況
を
示
す
（
図
－

２
）
。
ま
た
市
営
地
下
鉄
は
、
市
西
部
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
市
中
心
部
の
三
宮
を
結
ぶ
大
動
脈
で
あ
り
、

一
日
当
た
り
二
十
六
万
人
が
利
用
す
る
が
、
二
月
十

六
日
に
板
宿
と
新
神
戸
間
を
復
旧
し
て
全
線
開
通
し

た
。
た
だ
し
、
新
長
田
駅
、
三
宮
駅
、
上
沢
駅
は
、

支
柱
を
補
修
す
る
の
で
停
車
せ
ず
に
通
過
す
る
。

　
震
災
一
ヵ
月
後
、
鉄
道
は
こ
の
夏
ま
で
に
概
ね
復

旧
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
が
（
図
－
３
）
、
高
速
道

路
の
阪
神
高
速
神
戸
線
の
全
線
開
通
は
早
く
て
も
三

年
後
と
予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
復
旧
に
長
期
間
を

必
要
と
す
る
も
の
も
あ
り
、
被
害
の
大
き
さ
を
端
的

に
物
語
っ
て
い
る
。

④
－
お
わ
り
に

　
今
回
の
よ
う
な
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
地
震
に

対
し
て
は
、
近
代
都
市
の
脆
さ
を
露
呈
し
た
結
果
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
土
木
構
造
物
、
特
に
高
架
構
造

物
は
壊
れ
た
と
き
に
そ
の
被
害
が
大
き
く
、
代
替
機

能
が
確
保
さ
れ
な
い
と
都
市
構
造
上
致
命
的
に
な
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
南
北
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
が

少
な
く
、
東
西
に
長
い
地
形
的
な
条
件
の
悪
さ
は
こ

の
代
替
施
設
の
整
備
を
困
難
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
え
も
適
切
な

ル
ー
ト
を
決
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
交
通
混
乱
状
況
下

で
は
、
徒
歩
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
と
い
う
小
回
り
の

き
く
乗
り
物
の
重
要
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
ま

た
、
地
震
直
後
の
交
通
渋
滞
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す

る
か
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
震
災
直
後
、
現
地
を

視
察
し
た
村
上
處
直
・
横
浜
国
大
教
授
は
、
「
都
市

は
体
と
同
じ
で
、
血
液
が
流
れ
る
よ
う
に
し
て
お
か

な
け
れ
ば
回
復
は
不
可
能
に
な
る
」
と
述
べ
て
お
り
、

血
液
に
あ
た
る
緊
急
車
両
の
通
行
を
確
保
す
る
よ
う

強
調
し
て
い
る
。

　
現
地
で
見
た
光
景
は
、
目
を
疑
う
ほ
ど
す
さ
ま
じ

い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
大
地
震
の
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
も
こ
の
震
災
を
教
訓
と

し
て
、
本
市
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
再
点
検
し
、
災

害
に
強
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
検
討
す
べ

き
時
期
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
〈
参
考
資
料
〉

　
（
１
）
「
阪
神
大
震
災
震
害
調
査
　
緊
急
報
告
会
資

料
」
社
団
法
人
　
土
木
学
会

　
（
２
）
「
神
戸
の
都
市
計
画
」
神
戸
市
都
市
計
画
局

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
③
震
災
の
被
害
状
況

（
３
）
「
神
戸
の
再
開
発
」
神
戸
市
都
市
計
画
局

（
４
）
「
「
こ
う
べ
」
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
財
）
神
戸
都
市
問
題
研
究
所

〈
工
藤
＝
都
市
計
画
局
都
市
企
画
部
次
長
企
画
調
査

課
長
／
森
＝
同
局
企
画
調
査
課
担
当
係
長
〉

３

道
路
の
被
害
状
況

寺
渾
成
介

①
－
調
査
方
法
と
調
査
範
囲

○
被
災
後
一
週
間
た
っ
た
一
月
二
十
五
日
、
午
前
七

時
三
十
分
頃
か
ら
午
後
六
時
頃
ま
で
徒
歩
で
、
目
視

と
写
真
に
よ
り
調
査
を
行
っ
た
。

○
調
査
項
目
は
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
神
戸
線
の
よ

う
な
高
架
構
造
物
の
倒
壊
等
は
新
聞
報
道
等
で
か
な

り
詳
し
く
報
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
一
般
の
道
路
の

損
傷
を
中
心
に
調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。

○
調
査
箇
所
と
し
て
は
、
神
戸
市
役
所
を
起
終
点
と

し
て
徒
歩
で
行
動
し
た
た
め
、
中
央
区
と
灘
区
の
二

区
の
み
で
あ
る
。
調
査
し
た
ル
ー
ト
は
、
新
聞
や
週

間
紙
等
の
情
報
を
も
と
に
い
く
つ
か
の
被
災
箇
所
を

を
選
定
し
、
以
下
の
ル
ー
ト
で
実
施
し
た
。

　
神
戸
市
役
所
周
辺
↓
海
岸
通
り
↓
元
町
周
辺
↓
北

　
野
町
↓
生
田
川
↓
国
道
２
号
↓
岩
屋
北
町
↓
灘
区

　
役
所
周
辺
↓
Ｊ
Ｒ
六
甲
道
駅
↓
国
道
4
3
号
↓
ポ
ー

　
ト
ラ
イ
ナ
ー
↓
第
４
突
堤

②
‐
現
地
調
査
報
告

　
全
体
の
印
象
と
し
て
は
、
高
架
構
造
物
の
損
壊
に

比
ベ
ー
般
の
道
路
の
損
傷
は
少
な
く
、
道
路
の
損
傷

も
海
側
に
比
べ
山
側
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ

た
。

ア
道
路
そ
の
も
の
の
損
傷
は
以
外
と
軽
微

鉄道の復旧見通し図―３交差点での車道部の損傷
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